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ライデン大学短期日本語研修プログラム報告（2017 年 4 月～ 6 月）
小木曽　左枝子
1　はじめに
　ライデン大学短期日本語研修プログラムは，オランダのライデン大学からの交換留学生のために，
2017 年度 4 月に開設したプログラムである。通常，富山大学に交換留学生として来日する学生は，受
け入れ学部で富山での生活に関する支援や助言を受けながら，国際機構（旧国際交流センター）で日
本語課外補講若しくは総合日本語コースを受講し，日本語を学習する形となっている。ライデン大学
からの留学生については，形式上は人間発達科学部の交換留学生ではあるが，生活・修学の全ての責
任を国際機構が持ち，3 ヶ月間の短期日本語研修プログラムを設け，受け入れを行っている。
　以下，初めての受け入れとなった，2017 年度ライデン大学短期日本語研修プログラムの実施状況に
ついて報告する。
2　受講者
　2017 年度ライデン大学短期日本語研修プログラムには 12 人の学生が参加した。学生の出身国は，11
人がオランダ，1 人がドイツだった。
3　授業担当者
　2017 年度は，国際交流センター専任教員 5 人（小木曽左枝子，副島健治，田中信之，バハウ・サイモン・
ピーター，濱田美和），及び非常勤講師 3 人（高畠智美，中河和子，松岡裕見子）が授業を担当し，専
任教員の小木曽左枝子がコーディネートを行った。
4　スケジュール
　2017 年度は，参加学生 12 人が 4 月 6 日に富山に到着し，7 月 4 日にオランダへ帰国するいうスケジュー
ルで行った。日本語研修コース，日本語課外補講，総合日本語コースなど，国際機構における日本語コー
スは， 1 学期 15 週間にわたり開講されているが，ライデン大学の学生は 3 ヶ月の短期滞在となるため，
12 週間ほどでプログラムを組み，開講している。以下は 2017 年度に開講したプログラムの主なスケ
ジュールである。
2017 年　4 月 6 日（木） 富山に到着
4 月 7 日（金） オリエンテーション，学内案内，富山市内案内
4 月 10 日（月） 開講式・授業開始
5 月 2 日（火） スタディー・エクスカーション：となみチューリップフェア訪問
5 月 22 日（月） 高岡高校生徒との交流
5 月 25 日（木） 課外授業：八尾訪問（酒蔵見学）
6 月 6 日（火） 経済学部ゼミナール参加
6 月 22 日（木） 課外授業：高岡キャンパス訪問
6 月 28 日（水） 富山・日本・オランダの文化紹介発表会
6 月 30 日（金） 授業終了・修了式
7 月 4 日（火） オランダへ帰国
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5　授業内容
　授業は，月曜日から金曜日まで 1 日 2 コマから 4 コマで，中級クラスの科目を受講する形とした。
必修科目として受講するものは，日本語課外補講，総合日本語コースとの合同クラスから「文法・表
現 B1ab」，「文法・読解 B1ab」，「聴解・会話 B1a」，「聴解・会話 B1b」，「漢字 B1」の 5 科目，ライデ
ン大学短期日本語研修プログラム専用科目から「プレゼンテーション B1ab」（B1a ないしは B1b のい
ずれかを受講），「作文 B1」，「ポートフォリオを活用した日本語・日本文化学習 B1」の 3 科目とした。
また，初中級レベルの文法項目の復習を希望する学生には，選択科目として「文法 B1」（日本語課外補講，
総合日本語コースとの合同クラス）の受講も可能とした。そして，通常の授業の他に，学生個人の学
習状況やニーズに合わせた指導，生活上の問題への対応や相談を行うことを目的に，特別指導の時間
も設け，個別ないしはグループで指導を行った。以下の表 1 に時間割を示す。
表 1　2017 年度ライデン大学短期日本語研修プログラム時間割
1 限
（8：45 ～ 10：15）
2 限
（10：30 ～ 12：00）
3 限
（13：00 ～ 14：30）
4 限
（14：45 ～ 16：15）
月曜日
聴解・会話 B1a
( 小木曽 )
文法 B1
( 小木曽 )
漢字 B1
( 小木曽 )
火曜日
文法・表現 B1a
( 高畠 )
文法・表現 B1a
( 高畠 )
聴解・会話 B1b
( 田中 )
特別指導（田中・副島・
バハウ・濱田・小木曽）
水曜日
文法・表現 B1b
( 中河 )
文法・表現 B1b
( 中河 )
プレゼンテーション B1a
（濱田）
プレゼンテーション B1b
（濱田）
木曜日
文法・読解 B1a
( 副島 )
文法・読解 B1a
( 副島 )
ポートフォリオ B1
（小木曽）
金曜日
文法・読解 B1b
( 松岡 )
文法・読解 B1b
( 松岡 )
作文 B1
( 田中 )
＊ 網掛けはライデン大学短期日本語研修プログラム専用クラス，それ以外は日本語課外補講・総合日本語コースとの合
同クラスである。
　各科目の授業内容は，「文法・表現 B1ab」，「文法・読解 B1ab」，「聴解・会話 B1a」，「聴解・会話 B1b」，「漢
字 B1」，「文法 B1」については，「日本語課外補講報告」の「5.3 中級クラスの授業内容」を参照して
いただきたい。
　「プレゼンテーション B1ab」では，日本語環境のコンピュータを使い，情報収集について学びなが
ら発表テーマを考えることから始め，スライドと発表原稿の作り方を学びながら発表準備を進め，最
後に口頭発表を行った。最後の口頭発表は，プログラム終了前に開催された「富山・日本・オランダ
の文化紹介発表会」で，作成したスライドを使い，行われた。
　「作文 B1」では，自分の考えを，根拠を挙げて筋道立てて書けるようにすること，文法・語彙・表
現を適切且つ効果的に使用できるようにすることを目標とし，作文の基礎を学び，協働的作業も行い
ながら，論理的な文章が書けるように練習を行った。
　「ポートフォリオを活用した日本語・日本文化学習 B1」では，3 ヶ月間の留学生活における日本語学習・
日本文化学習について，自らの学びを客観的に観察し，内省を深めることを目的とした。他学部ゼミナー
ル参加や他キャンパス訪問を通しての本学日本人学生との交流，課外授業やスタディー・エクスカー
ションを通しての地域の日本人との交流，その他高校生との交流などを授業の一環に組み込み，様々
な日本人との交流や文化体験を通して，日本語でのコミュニケーション，そして異文化体験について
考える機会を提供した。
　「特別指導 B1」は，専任教員 5 人（小木曽左枝子，副島健治，田中信之，バハウ・サイモン・ピーター，
濱田美和）がそれぞれ 2 人ないしは 3 人の学生を担当し，学生の希望や必要に応じて，個別若しくは
グループで指導を行った。 
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6　成績評価
　ライデン大学短期日本語研修プログラムにおける成績評価は，必修科目 7 科目の点数をまとめ，総
合成績を出す形とした。「聴解・会話 B1b」と「作文 B1」では 1 回の定期試験を，「文法・表現 B1ab」
と「文法・読解 B1ab」では 2 回の定期試験を実施した。「聴解・会話 B1a」では口頭試験と授業中の
プレゼンテーションを課した。「漢字B1」は毎回の授業での確認テストと1回の定期試験を実施した。「プ
レゼンテーション B1」では口頭発表が課された。これらの 7 科目の点数から総合成績を出した。
　その他の科目については，総合成績とは別に，学業成績通知書に評価を記載した。「ポートフォリオ
を活用した日本語・日本文化学習 B1」については，2 回のレポートを課し，評点は付さず，合格・不
合格の 2 段階で評価し，課題を規定に従い提出した場合に合格とした。「特別指導 B1」については，
評価は行わず，出席率を学業成績通知書に示す形とした。「文法 B1」を選択科目として受講した学生
については，総合評価には含めず，別途，点数を学生通知書に記載した。
7　プログラムについてのアンケート結果
　ライデン大学短期日本語研修プログラムの参加者に対して，授業内容及びプログラム改善のために，
各授業科目について，そしてプログラム全体に関するアンケート調査を，プログラム終了時に実施した。
「文法・表現 B1ab」，「文法・読解 B1ab」，「聴解・会話 B1a」，「聴解・会話 B1b」，「漢字 B1」のアンケー
ト結果まとめは，「日本語プログラム授業アンケート 中級クラス」を参照していただきたい。
　「プレゼンテーション B1」と「作文 B1」については，中級クラスと同じ質問項目を用いて実施した
アンケート調査の結果を表 2 にまとめた。「ポートフォリオを活用した日本語・日本文化学習 B1」に
ついては，通常の日本語授業と形式が異なるので，プログラム全体のアンケート調査に質問項目を含
める形とした。プログラム全体に関するアンケートには，上記の「ポートフォリオを活用した日本語・
日本文化学習 B1」について問う質問以外に，プログラム全体，日本語の上達度，授業科目数，特別指導，
授業以外で自主的に参加した活動，国際交流センターのサポート体制等について尋ねる質問項目を用
意した。
　以下，表 2 にライデン大学短期日本語研修プログラム専用クラス（「プレゼンテーション B1」，「作
文 B1」）について，表 3 にプログラム全体についてのアンケート結果をまとめた。いずれのアンケー
トもライデン大学短期日本語研修プログラムに参加した 12 人のうち 11 人から得られた回答をまとめ
たものである。表 2 は，「プレゼンテーション B1」と「作文 B1」の回答者数を合わせた延べ人数で示
しており，評点は 5 段階評価で，値が大きいほど良い評点であることを示す。「とてもよかった」を 5
点，「よかった」を 4 点，「ふつう」を 3 点，「あまりよくなかった」を 2 点，「ぜんぜんよくなかった」
を 1 点として，その平均点を出したものである。
　なお，自由記述については，基本的に学生が記述した通りに掲載しているが，間違いに応じて適宜
修正を加えている場合もある。また，表 3 の自由記述については，英語で書かれていたコメントにつ
いては和訳してある。
表 2　ライデン大学短期日本語研修プログラム専用についてのアンケート結果 ( 回答者 22 人 ) 
質問項目（回答者延べ数） 評点 自由記述
1．授業内容
とてもよかった (1 人 )
よかった (18 人 )
ふつう (2 人 )
あまりよくなかった (1 人 )
ぜんぜんよくなかった (0 人 )
3.9
・ コンピュータスキルについての授業は役に立つと思います。( プレゼン
テーション B1)
・ いろいろなことを勉強しました。( プレゼンテーション B1)
・ このようなプレゼンテーションは皆が簡単に作れますから，そんなに時
間を取る必要がないと思います。( プレゼンテーション B1)
・ Especially convenient websites and how to type things like 「 」. ( プレ
ゼンテーション B1)
・ It was helpful to learn a Japanese computer. ( プレゼンテーション B1)
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・ The first few lessons weren’t really interesting. ( プレゼンテーション
B1)
・ Computer skills were very useful. I just disliked the actual presentation 
at first.（プレゼンテーション B1）
・ 作文の文法はもうライデンで習いましたから，もっと速くしたらいいと
思います。( 作文 B1)
・ ちょっと速く授業をしたほうがいいと思います。( 作文 B1)
・ It was very good to finally get acquainted with Japanese writing. It was 
very helpful.( 作文 B1)
・ Writing in Japanese forces you to make use of the learned grammar 
and construct your own sentences.( 作文 B1)
・ Writing isn’t my biggest passion, but I did learn some fruitful lessons 
because of this course.( 作文 B1)
・ It was difficult but the contents were valuable. I learnt a lot. However, I 
feel like I still do not fully comprehend all of them.( 作文 B1)
2．授業のレベル
ちょうどよかった (6 人 )
よかった (8 人 )
ふつう (8 人 )
あまりよくなかった (0 人 )
　むずかしすぎた（0 人）
　やさしすぎた（0 人）
ぜんぜんよくなかった (0 人 )
3.9
・ 最初はちょっと簡単でした。( プレゼンテーション B1)
・ 10 分プレゼンテーションをするのはいい練習だと思います。( プレゼン
テーション B1)
・ 最初の授業は簡単で，もう知っていることでした。( 作文 B1)
3．授業の進度
ちょうどよかった (7 人 )
よかった (4 人 )
ふつう (7 人 )
あまりよくなかった (4 人 )
　はやすぎた（0 人）
　おそすぎた（4 人）
ぜんぜんよくなかった (0 人 )
　はやすぎた（0 人）
　おそすぎた（0 人）
3.6
・ ちょっと速くしたほうがいいと思います。( プレゼンテーション B1)
・ プレゼンテーションの準備はもっと速くできると思います。( プレゼン
テーション B1)
・ We should have started sooner with preparing for the final presentation, 
I think.（プレゼンテーション B1）
・ The first classes were a bit slow.（プレゼンテーション B1）
・ もっと速いほうがいいと思います。( 作文 B1)
・ Sometimes the pace of gathering arguments was a little slow.( 作文 B1)
4．教科書・プリント
とてもよかった (4 人 )
よかった (14 人 )
ふつう (3 人 )
あまりよくなかった (1 人 )
ぜんぜんよくなかった (0 人 )
4.0
・ 大勢の人の前でプレゼンテーションをするのはいい練習だと思います
が，決めたスクリプトを覚えるのはいい方法じゃないと思います。( プ
レゼンテーション B1)
・ Great handouts.( プレゼンテーション B1)
・ プリントがたくさんあって，面倒だった。( 作文 B1)
・ プリントはちょっと不便でした。( 作文 B1)
・ There were a lot, but they were useful.( 作文 B1)
5．教え方
とてもよかった (12 人 )
よかった (9 人 )
ふつう (1 人 )
あまりよくなかった (0 人 )
ぜんぜんよくなかった (0 人 ) 4.5
・ 分かりやすい。( プレゼンテーション B1)
・ 発表は大嫌いですが，先生はいつも優しくて，手伝ってくれましたから，
とてもよかったと思います。( プレゼンテーション B1)
・ 決めたスクリプトより学生自身の言葉でプレゼンテーションをさせるほ
うがいいと思います。( プレゼンテーション B1)
・ Very helpful.（プレゼンテーション B1）
・ 分かりやすい。( 作文 B1)
・ The teacher was very involved. He tried to get everybody involved as 
well.( 作文 B1)
・ Very relaxed and easy to understand, sometimes a little too relaxed -> 
slow.( 作文 B1)
6．どのぐらい出席したか
80％～ 100％ (21 人 )
60％～ 80％ ( 0 人 )
40％～ 60％ ( 0 人 )
20％～ 40％ ( 1 人 )
0％～ 20％ ( 0 人 )
－
出席率が 80% 以下の学生 1 人の欠席した理由
・ 病気のため (1 人 )
7．予習・復習をしたか
かなりした (17 人 )
すこしした (4 人 )
ぜんぜんしなかった (1 人 )
－
その他
・ 最初の授業で 2 つのグループに分けることはちょっと不便です。最後のプレゼンテーションだけ 2 つのグループに分
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けたほうがいいと思います。( プレゼンテーション B1)
・ An amazing experience to hold a presentation in Japanese, I didn’t think I could do it because of stress and lack of 
confidence, but this proved the opposite. Thank you ! ( プレゼンテーション B1)
・ I think it’s better to combine the groups.( プレゼンテーション B1)
・ In the end, I think it was an extremely valuable experience and it boosted my confidence in speaking Japanese. 
Thank you for organizing it and for your support.( プレゼンテーション B1)
・ Personally, I don’t really get the meaning of this class yet. To be honest, I got pretty good at giving presentations 
in Dutch/English while keeping my stress under control. Yet my habits from before returned while doing this 
presentation; as I said before, I understand why we had to write down a script, but for me this doesn’t work at all. In 
conclusion, I understand what we did during class, but I don’t understand why we had this class. Unlike other classes, 
I don’t feel like I learnt something in this class. I had fun though.( プレゼンテーション B1) 
・ 作文のテーマはたいていおもしろくないから，テーマのオプションがいいと思います。( 作文 B1)
・ このクラスは続けるべきだと思います。( 作文 B1)
・ 授業はよかったが，このクラスは必要ではないと思う。( 作文 B1)
・ オランダで日本語で作文を書きませんから，この授業はあまり役に立たないかもしれません。( 作文 B1)
・ Very helpful class overall.( 作文 B1)
表 3　ライデン大学短期日本語プログラムについてのアンケート結果 ( 回答者 11 人 )
質問及び回答結果 自由記述
1. プログラム全体
とても満足（5 人）
満足（5 人）
普通（0 人）
少し不満（1 人）
理由：授業が多かったので，サークルな
どに参加できなかった
不満（0 人）
2. 日本語の上達度
とても上手になったと思う（3 人）
上手になったと思う（6 人）
少し上手になったと思う（2 人）
あまり上手にならなかったと思う（0 人）
ぜんぜん上手にならなかったと思う（0 人）
・日本へ来てから本当に上達したと思う。
・特に会話が上達したと思う。
・話す力が上達したと思う。質問やコメントに答えるのが早くなった。
・サークルに参加できたら，もっと上達したと思う。
3. どのスキルが上達したか（2 人が 1 つだけ
回答を選ぶところ，2 つ以上選んでいたた
め，以下は 11 人のうち 9 人の回答である。）
聞くこと（1 人）
話すこと（8 人）
読むこと（0 人）
書くこと（0 人）
その他（0 人）
・日本へ来てから本当に上達したと思う。
・特に会話が上達したと思う。
・話す力が上達したと思う。質問やコメントに答えるのが速くなった。
・サークルに参加できたら，もっと上達したと思う。
4. 授業科目数
ちょうどいい（3 人）
もっと多いほうがいい（0 人）
もっと少ないほうがいい（8 人）
　どの授業がなくてもいいか（複数回答）
　　文法・表現 B1ab（6 人）
　　プレゼンテーション B1（4 人）
　　作文 B1（3 人）
　　文法・読解 B1ab（1 人）
　　聴解・会話 B1b（1 人）
　　ポートフォリオ B1（1 人）
・「文法・表現」と「文法・読解」は時間数を少なくしたほうがいい。
・「文法・表現」は 1 週間に 1 回のほうがいいと思う。
・『J ブリッジ』使うクラス（「文法・表現」）は，本当に必要がないと思う。
・リスニング（「聴解・会話 B1b」）は，「文法・表現」に含めることが
できるので，授業がなくてもいいと思う。
・「プレゼンテーション」と「作文」は楽しかったが，オランダで使う
スキルではないので，なくてもいい。
・「プレゼンテーション」と「作文」は 1 つの授業にしたほうがいい。
5. 特別指導
とても役に立った（4 人）
役に立った（6 人）
普通（0 人）
あまり役に立たなかった（1 人）
理由：テストに必要ない文法を練習して，
普通の授業の復習の時間がなかったの
で，なくてもいいと思う。
ぜんぜん役に立たなかった（0 人）
・「特別指導」は私の一番好きな授業だと思う。
・とても満足している。「特別指導」は完璧なクラスだと思う。オラン
ダへ帰ったら，やはり懐かしく思ってしまう。
・「特別指導」でたくさん勉強できたので，本当に一番役に立った授業
だと思う。
・勉強することが自分で選べるのは，とてもよかった。
・「特別指導」があるのはいいことだと思うが，私の場合は，何をして
いいか分からないときが多く，あまり必要性を感じなかった。「特別
指導」は選択にしたほうが有益だと思う。
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・「特別指導」について事前に知っていれば，自分で教材を持って来る
など，もう少し有効に使えた。ライデンで先生に『とびら』を持参す
るように言われたが，結局は「特別指導」で使わなかった。
・「特別指導」のグループは，勉強したい内容によって分けたほうがい
いと思う。『とびら』を持参する必要はなかった。
・役に立ったが，回数を少なくしたほうがいい。
6. ポートフォリオを活用した日本語・日本文
化学習
とても満足（3 人）
満足（6 人）
普通（2 人）
少し不満（0 人）
不満（0 人）
・役に立つ情報が得られたし，楽しかった。
・富山についていろいろなことを勉強した。
・役に立つ情報をたくさん得られたが，授業の時間は少し長すぎる。
・「ホームルーム」と呼んだらいいと思う。
・酒蔵見学や経済学部ゼミ参加は本当におもしろくて，楽しかった。でも，
おもしろくない時もあった。高岡キャンパスへは，みんながオランダ
人に会いたいから行かなければならない感じがあった。
7. ポートフォリオを活用した日本語・日本文
化学習で一番よかった活動
1 位　八尾訪問（酒蔵見学）
2 位　となみチューリップフェア訪問
3 位　経済学部ゼミナール参加
4 位　高岡キャンパス訪問
5 位　高校生との交流
・バラエティーに富んでいて，全体的にとても楽しかった。
・「となみチューリップフェア訪問」，「高校生との交流」，「経済学部ゼ
ミナール参加」，「高岡キャンパス訪問」はよくて，「酒蔵見学」はま
あまあだった。
・「高岡キャンパス訪問」は訪問時期が遅かった。そこで会った学生と，
時間がなくて，もう一度会うことができなかった。
・オランダではない場所でチューリップを見るのはおもしろかった。
・見学は本当に楽しいと思った。
・自分はアルコール飲料が好きで，酒造りはたいてい手づくりで職人の
技術が必要だったり，その文化を象徴したりする。酒蔵見学は，完璧
な社会見学だった。
・お酒が好きじゃなく，アルコールにはあまり興味がない。
・高校生の英語学習の手伝いをできて，よかった。とてもかわいいと思っ
た。そして，高校生の物事の見方が分かって，よかった。
・私たちの日本語の練習にもなり，意見交換したりして，高校生と話す
のはおもしろかった。
・ゼミ参加は，トピックが興味深く，ディスカッションもよかった。た
だ分かっていたことだが，本当の意味でのディスカッションではなかっ
た。とは言え，確かに興味深い活動だった。
・高岡キャンパス訪問は，とても楽しかったが，日本へ来てから 1 ヶ月
目か 2 ヶ月目にあればよかったと思う。友達ができたのに，すぐに帰
国だった。
8. 授業以外で自主的に参加した活動で，
　よかったものは何か
・サークルがよかった。たくさん友達ができて，楽しい時間で，飲み会
にも参加した。
・ストリートダンス部に入ったことが一番楽しかったです。日本人の学
生と友達になったので，日本語を話す機会がたくさんあった。
・サークルに入れたことがとても嬉しかった。カルタ部に入って，とて
も楽しかった。そして，イングリッシュ・カフェもとても楽しかった。
・サークルがとても楽しかった。ゼミもおもしろかった。立山へ行くエ
クスカーションもとても楽しいと思った。
・サークルがよかったが，あまり時間がなかった。イングリッシュ・カフェ
などもおもしろかった。
・ゼミがとても楽しかった。主に日本とオランダの違いを話すだけだっ
たが，とても興味深かった。そして，美術部に入ったが，他の部員の
人たちに実際に会うことがなく，あまり楽しめなかった。
・ゼミはあまりよくなかった。ただ，選択なら，ゼミに参加できるのは
いいと思う。エクスカーションは，知らない所や，行くのが難しい所
に行けるので，よかった。来年のライデンの学生には，友達を作ったり，
日本語を話したりするいい機会なので，サークルに入ることを勧めた
い。
・センターのイベントが楽しかった。それ以外にも，観光など富山でで
きることは楽しかった。
・ホームビジットはよかったと思う。日本の家庭が見られて，よかった。
・日本人と話せることがよかった。
・たくさんの日本人の友達が，いつも何か手伝ってくれたり，一緒にい
たり，出かけたりしてくれた。それで，富山にいる間，一度も一人で
寂しいと感じることがなかった。場所というより，人が自分の日本滞
在をすばらしいものにしてくれた。どう表せばいいのか分からないほ
ど，感謝の気持ちでいっぱいだ。
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9. 国際交流センターのサポート体制
　とても満足（9 人）
満足（2 人）
普通（0 人）
少し不満（0 人）
不満（0 人）
・皆，とても親切だったと思う。
・皆，とても親切で，特に栗本さんが助けてくれた。
・栗本さんはヒロインで，小木曽先生にもいつでも頼むことができたか
ら，困ったことがあってもすぐに助けてもらえた。
10. その他，国際交流センターの日本語研修
プログラムについて気がついたことや感じ
たこと
・良かった。
・留学させてくださり，ありがとうございました。楽しかったです。
・問題があった時に助けてくれた人全員に，本当に感謝しています。
・みんなが本当に優しくて，問題がある時，助けてくれた。オランダと
全く違うので，本当に感謝したい。
・とても満足している。一つだけ言うとしたら，滞在期間が短すぎる。
オランダにいる家族に会えなくて寂しいが，富山で会った人たちのこ
ともきっと懐かしく思うだろう。
・授業の時間が長すぎた。
　授業科目によっては，オランダで既に学習した項目を勉強することもあったようで，そういった点
についての不満が評点やコメントに表れているものもある。これは，教員側は，文型や文法表現をた
だ知識として分かっているだけではなく，それを適切に使える運用能力を身につけてもらいたいと考
え，授業を行っていたが，それがきちんと学生に伝わっていなかったか，伝えても学生にとって理解
するのが難しかったからだと思われる。授業形態や授業進度が自国とは異なり，3 ヶ月という短期間で
は，それに慣れるのも難しいかもしれないが，今後，プログラム開始時のオリエンテーションなどで，
各授業の目的を学生にきちんと伝えたりして，改善を図っていきたい。
　授業については，日本語課外補講や総合日本語コースの学生評価と比べると，レベルや進度に対す
る評価は低かったが，教え方に対する評価は高く，プログラム全体の満足度も，ほとんどの学生が「と
ても満足」ないしは「満足」を選んでいる。また，日本語の上達度についても，ほとんどの学生が「と
ても上手になったと思う」ないしは「上手になったと思う」を選んでいることを考えると，プログラ
ム評価としては，概ねよかったと思われる。
　ただ，授業時間数が多すぎると感じた学生が多く，サークルや部活などに参加することも，留学中
のいい経験となっていることが学生のコメントから見受けられるので，今後，学生が課外活動に参加
することも考慮に入れ，プログラムを考えていく必要があるかもしれない。
8　おわりに
　2017 年度から始まったライデン大学短期日本語研修プログラムは，日本語の授業といった修学面だ
けではなく，住居での問題や病気・怪我への対応等，生活面での支援も国際交流センターが責任を持っ
て行ったが，大きな問題なく，初年度のプログラムを無事終了することができた。ここでは結果の掲
載を省略するが，学生たちが入居したアパートについてもアンケート調査を行った。アンケート調査
結果は，留学支援課と改善すべき点を検討し，次年度の受け入れに役立てたい。
　また，3 ヶ月という短期間の留学中に，学生たちには多くの日本人と交流し，様々な体験をしてもら
いたい。「ポートフォリオを活用した日本語・日本文化学習 B1」で行う活動も，それが目的であるが，
相手側の都合等もあり，また他の授業も多数ある中，計画を立てるのがなかなか難しい。次年度は，サー
クルや部活など学生が自主的に参加する活動と，スタディー・エクスカーションや課外授業など授業
の一環として行う活動とのバランスを考え，学生たちが短期間の富山での滞在を有意義に過ごせるよ
うに，さらなる改善を図りたい。
